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6．A－C　bypass手術前後のTl・201心筋摂取率の検討
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　虚血性心疾患のAorto－Coronary　Bypass手術症例42

名1こ対して102回のTl－201心筋摂取率を測定した．す

なわち，手術前後の心筋血流量の定量的評価を安静時と

運動負荷時の比較も含めて検討し，特に等尺性運動負荷

試験の適用の意義についても述べた．Tl－201心筋摂取率

は全投与量に対する比率として算出し，インピーダンス

拍出量計を用いて心拍出量を測定し，心筋血流量を求め

た，手術前後の安静時の心筋血流量は平均値において，心

筋梗塞の既往のない群では197mg／minから269　ml／min

へ増加し，心筋梗塞既往群では174m1／minから252　ml／

minといずれも増加した．また，運動負荷により，心筋

血流量は術前217ml／minから256　ml／minと軽度の増

加がみられたのに対し，術後は247m1／minから350　ml／

minとかなりの血流増加を示し，　A－C　Bypass手術によ

り効果が大であった．本法は手術前後の心筋血流量の評

価法として有用であると考える．

7．塵肺症におけるVentilation　wash　outとPerfusion

　　wash　outのイメージの違いについて（133Xeによる）
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　塵肺症に対する核医学的アプローチのうち，今回我々

は133Xeガス吸入法，生食静注法より，各々でのreten－

tion　imageについて比較検討した．症例は1型7例，　II

型9例，III型1例，　IV型1例の合計18例である．

　Ventilation　washoutにてretentionをみたのは1型3

例，II型4例，　III型1例，　IV型1例の計9例であった．

そのうち7例には，Perfusion　washoutにても同部位に

ほぼ同様のretentionをみた．他の2例ではVentilation

washoutのあった位置にはPerfusion　washoutはなく，

Perfusion　defectがあった．本症では換気が血流に先き

だって障害されると考えられる．

8．胃の悪性リンパ腫症
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　症例は68歳女性．主訴は上腹部不快感，昭和55年1月

25日の胃集検でチェックされ，当院にて精査を受けた．

肝シンチ，Gaシンチを施行し，胃悪性リンパ腫および

肝転移を疑った．胃ではGaシンチで強いRI集積を認

め，肝転移巣は，肝シンチで欠損像として，Gaシンチ

で集積像として現れ，両者を比較検討することが重要と

思われた．CT，スキャン血管造影にて，肝転移巣を描出

し得た．血管造影では，原発巣，転移巣共，腹腔動脈造

影ではhypervascularな像を示し，一般に言われている

hypovascularな像とは様相を異にした．報告されている

肝悪性リンパ腫の血管造影上の所見を検討し，約半数で

hypervascular．な像を呈することを示した．

9．99mTc－EmDAによるFunctional　Hepatomaの一例
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　肝癌組織に，胆道造影剤が取り込まれる，所謂

Functional　hepatomaの報告は1969年Shoop等がAJR

に発表した1311－rose　bengalの一例以後，殆んどその報

告を見ない．今回我々は99mTc－EHIDAの取り込みを認

めたhepatomaの一例を経験した．症例は49歳の男性．

AFP　21400　ng／m1，　CEA　12．8　ng／m1，99mTc－Sn　colloid

にて肝右葉上部に，大きなSOLを認め，その部に67Ga・

citrateの強い集積を認む．　Seldinger法にてtumor　vessels，

tumor　staineを認め，99mTc－EHIDA　hepatobiliary　scin．

tigraphyにてtumor部にRIの取り込みを認めた．非癌

部に比べてRIの取り込み率も排泄率も遅れていた．剖

検にて肝硬変（甲型，23009）肝癌（hepato－cholangio

mixed　type）であった．我々は肝癌，肝のう腫，肝血管

腫等の肝腫瘍25例に99mTc－EHIDA　scintigraphyを施行

したが本例の他，一例を除いて（肝癌と思われるが最終

診断はついていない）全例RIはtumor部に取り込まれ

ていない．肝胆道シンチグラフィーの肝癌診断への有用

性の一面を示すものと考え報告した．
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